
多重再編時代を迎えた

出版ビジネス


2022年の動き「戦略編」
2022/02/25　株式会社コンテンツジャパン


堀　鉄彦

©株式会社コンテンツジャパン　堀鉄彦　

1



©株式会社コンテンツジャパン　堀鉄彦　

自己紹介
(株)コンテンツジャパン代表取締役


取締役1986年日経マグロウヒル社（現日経BP社）入社。日経パソコン、日経ネットナビなど
の編集部を経て、2015年3月末まで日経BP社ライツセンター／コーポレート管理室マネー
ジャーとして著作権・版権、出版業界団体関連の業務を担当。


出版業界横断組織「出版海賊版対策会議」を立ち上げ事務局長を務める。2017年ブロック
チェーンを中心にコンテンツビジネスのデジタル化を推進するための会社（株）コンテンツ
ジャパンを立ち上げ。著作権ブロックチェーンの開発実験などに参画


現在、Media Innovationの運営にかかわりつつ、文化通信では「デジタルトレンド」連載中
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デジタルファースト出版の歴史
90年～00年代初頭　ホームページ連載　　「ソードアートオンライン」(2002年）その他・・・


2002年　　　　　　第一次ケータイ小説ブーム　Deep Loveなど　　


2004年　　　　　　「小説家になろう」サービス開始


2005年頃　　　　　ブログ発　生協の白石さん、実録鬼嫁日記


　　　　　　　　　著者ネットワークによる販促協力（チャボ、ネットコミ頼母子講･･･）


2006年　　　　　　第二次ケータイ小説ブーム　「魔法のiらんど」　「恋空」など


　　　　　　　　　トーハン文芸ベストセラートップ3をケータイ小説が占める


2010年　　　　　「エブリスタ」


2012年　　　　　　ピースオブケイク　「cakes」を開始


2013年　　　　　「comicoサービス」開始


2014年　　　　　　アルファポリス上場、ピースオブケイク「note」スタート


2015年　　　　　「カクヨム」　「comicoノベル」


2017年　　　　　　YouTubeコミック動画「フェルミ研究所」


2018年                  ピースオブケイク「noteクリエイター支援プログラム」


　　　　　　　　講談社の編集者参加投稿プラットフォーム「DAYS NEO」


2019年　　　　　フェルミ研究所がブレイク。4月にはチャンネル登録者数が「米津玄師超え」


　　　　　　　　noteとパートナーシップを結ぶ出版社が急増。取り組みも多様化


　　　　　　　　SNS掲載の広告コミックが目立つように


2020年　　　　　ピッコマが電子コミックアプリで売上首位に。Webtoon売上がうち4割以上


2021年　　　　　Web連載を雑誌の代わりにする形で、コミック市場に進出する出版社相次ぐ


2021年　　　　　カカオピッコマ、売上700億円弱に、世界市場展開でも先行


　　　　　　　　



©株式会社コンテンツジャパン　堀鉄彦　

紙出版中心の時代 電子出版1.0 プラットフォーム主導
時代

コンテンツの比率 コミック2割強 徐々にコミック比率高
まる ８割以上

価格 一律 可変
可変、プラットフォームにも主
導権、ポイントなどで読者ごと
の可変も始まる

コンテンツ育成・発掘
雑誌での連載、雑誌の新
人賞

デジタルファースト型
は少ない

デジタルファースト型出版始ま
る

書店の数 1万店以上
当初300以上あったが
急速に減少

アマゾンのシェア高いが複数併
存

物流 コストがかかる。入荷日
にズレがでることも

コストはかからない

同時配信

コストはかからない

同時配信

新古書
ブックオフなど

価格コントロール不可

デジタルに古書概念な
ぢ

新古書ではないが既刊本の値下
げ、読み放題メニューへの移行
など実施

出版社の収入 まずは納入部数に応じて
支払われる

販売部数比例 販売部数比例

読者データ
読者ハガキ、雑誌定期購
読者リスト

購入履歴などは電子書
店が管理

購入履歴などはプラットフォー
ムが管理

宣伝方法
書店（帯など含む）×雑誌
連載×書評×新聞などの広
告

左＋価格戦略、リコメ
ンデーション

パーソナライズプロモーショ
ン、SNS動画･･･

出版金融 取次が担う 書籍金融に依存 プラットフォーム独自の支援制
度スタート

出版ビジネスのこれまでとこれから

？
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多重再編＝さまざまな軸の再編が同時多発的に動き出していること

流通主導だったマーケット構造はデジタルが主、紙が従になることで急速に変化


「デジタルファースト」戦略の解像度が上がり、IPファースト、ファイナンスファースト、クリエイ
ターファースト、リテイルファースト、IDファーストなど多重な軸で行われるようになったのでは？


たとえば


・Webtoonなど、「フォーマットファースト再編」


・ポストクッキー時代を迎え激化する「ID間競争」と「IDファースト再編」


・クリエイターエコノミーによる「D2C（ダイレクトtoクリエイター）再編」


・リモート会議やメタバースやVRによる「OMO（オンラインマージオフライン）再編」


・PEファンド、クラウドファンディングその他、「メディアビジネスの金融化・巨大資金流入再編」


・NFTによるデジタルコンテンツの「アセット化再編」


・権利を起点にビジネスを広げる「IP（知財）ファースト再編」


・リテールメディアネットワーク勃興・による、「消費ポイント主導再編」･･･
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変革を加速した「新型コロナ」

海外巨大資金も動いた
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出版以外の産業もカテゴリー大変革

どこもパンドラの箱をあけたような状況
「２０２０～21年という時代は、エンタメ業界の市場環境であるユー
ザーを取り巻く世界がドラスティックに変わった。ゲーム市場はコロ
ナを追い風として2～3割増加し、2～3割減のアニメやテレビ番組は
多チャンネル構想を推進し、4割減の映画が配信へのシフトに挑戦
し、6割減の舞台演劇や8割減の音楽ライブがデジタル配信を画策し
た」（推しエコノミー　中山淳雄著）
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コロナ禍で流入した巨大資金
・ピッコマ（現カカオピッコマ）は600億円を調達。日本の株式
市場に上場を計画。韓国本社はNY市場に上場、2兆円調達狙う


・独Axel Springerなど、ファンドが大株主になるメディアが
続々。2月にはForbesに暗号通貨取引所大手のBinanceが20億ド
ル出資を発表
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国内外の状況整理
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日本の出版市場
■コミック市場の大変化


・コミック大手は空前の好決算

・コミック市場を韓国プラットフォームが席巻

・ソニーがクランチロールを買収、KADOKAWAに出資、グローバル戦略が各社のテーマに


・一方でテンセント、カカオがKADOKAWAに出資


■流通再編　


・メディアドゥとトーハンが資本提携

・出版大手3社と丸紅が新流通PF構築のための新会社構想


・トーハンと大日本印刷が業務提携

・TRCと富士山マガジンサービスの資本提携


●雑誌ビジネスが大きな転機


・紙雑誌広告の激減。21年3-4月は前年比3割減、4月は4マスで唯一の減少


・雑誌事業の譲渡があいつぐ。エイ出版の事業分割譲渡、RAYなどの雑誌がIT企業が買収


●未来の出版　テクノロジー×流通


・メディアドゥなど相次ぎブロックチェーンのビジネス構想発表

・クリエイターエコノミーの勃興

・ポストクッキー時代を見据え、リテイルメディアネットワークが急成長
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海外出版状況
・出版市場は好調　書籍↑、雑誌↓、デジタル↓、音声↑

・書籍出版ではPenguin Random HouseとHarperCollinsの合併が発表


・雑誌はIAC、FuturePLCが再編の核に。Meredith買収され、その後大規模な再編スタート


・オーディオブックは電子書籍に迫る勢い。Spotifyがオーディオブックに参入


・マンガ、ライトノベルで韓国企業の存在感強まる。NAVER、KAKAOによるマンガ・ライ
トノベル出版再編加速（テンセント、KAKAOはKADOKAWAに出資）


・TikTokがプロモーションの基盤として定着


・独立系書店プラットフォームBookshop.orgが米国から英国、スペインに拡大、ドイツで
はタリアなど中小書店も参加できるプラットフォーム


・NFTの利用が出版ビジネスでも始まる。米国ではベストセラーのプロモーションも
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国内市場の状況
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21年、紙書籍が15年ぶりにプラス。電子コミック20.3％増

・紙と電子の合計は1兆6742億円。２０２１年の出版市場は３年連続で前年越え


・電子出版市場は前年比 18.6％増の 4,662 億円と、大幅に増加。電子コミック
が 同 20.3％増の 4,114 億円、電子書籍が同 12.0％増の 449 億円、電子雑誌が同 

10.1％減の 99 億円


・紙の出版物（書籍・雑誌合計）の推定販売金額は前年 比 1.3％減の 1 兆 2,080 

億円。内訳は書籍が同 2.1％増の 6,804 億 円、雑誌が同 5.4％減の 5,276 億円。


・書籍は、児童書、文芸書、中学学参、語学・資格書などが前年 を上回る好調
な売れ行きで、06 年以来のプラス成長


・雑誌は、月刊誌（コミックス、ムッ ク含む）が同 4.5％減、週刊誌が同 9.7％
減。月刊誌のうち、定期誌は約 7％減。
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3年連続で前年超えコロナ禍下で復活した出版市場

２０２１年の出版市場は３年連続で前年越えとなった。電子コミックを中心とする電
子出版が４６６２億円、前年比18・６％と2桁増になったことと、児童書や学習参考
書などの好調が続いた書籍が同２・１％と15年ぶりにプラスになったことが貢献

文化通信　22/1/28記事「出版市場　２０２２年電子出版が紙雑誌上回る見込みに」より
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電子コミック市場の伸びが貢献
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大手出版社の決算
・講談社

21 年11月期　売上高は1707億7400万円（前年比17.8％増）、当期純利益は155億
5900万円（同43.0％増）と大幅増益。 売上高の内訳は、製品（紙の書籍・雑誌）
が662億8600万円（同4.4％増）、事業収入は910億2800万円（同27.4％増）、広
告収入は70億4300万円（同27.6％増）、その他が32億4300円（同147.9％増）


・集英社

	 　売上高は2010億1400万円（前年比31.5％増）。内訳は、「雑誌」817億
0100万円（同27.9％増）、「書籍」178億円（同72.4％増）、「広告」78億7300

万円（同18.1％減）、「事業収入」936億3900万円（同35.6％増）。当期純利益
は457億1800万円（同118.3％増）で、前年の約209億円から2倍以上となる大幅増
益。「事業収入」のうち、「デジタル」分野は449億0900万円（同42.5％増）
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大手出版社の決算
小学館


21年2月期　総売上高は943億1600万円（前年比3.5％減）。経常利益は72億4600万
円（同29.9％増）、当期利益は56億7300万円（同44.5％増）。 「雑誌」「コミック
ス」「書籍」などの出版売上げは467億7000万円（同5.9％減）、「広告収入」は90

億9500万円（同15.2％減）、「デジタル収入」は305億8700万円（同23.1％増）、
「版権収入等」は78億6400万円（同36.9％減）


KADOKAWA

2022年3月期 第3四半期出版セグメント累計売上高は、（前年同期比3.7％増）、セグ
メント利益（営業利益）は131億27百万円（前年同期比39.2％増）。外販事 業が伸
長（+27%）。BOOK☆WALKERユーザー数が増加 し、自社ストア事業も伸長
（+17%）を中心とした海外事業が高成長を継続していることに加え、権利許諾収入
の伸長、前年に引き続き返品率が良化していることが収益貢献
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海外書籍出版
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 2020年の書籍市場は全体で8.9%増、紙↑、電子↓、


オーディオブック↑
全米出版協会（AAP）がまとめた2021年のコンシューマー向け一般
書籍部門の売上高は、11.8％増(


昨年は8.5%減）の95億ドル。ハードカバーは11.3％増の37億ドル、
ペーパーバックは18.8％増の31億ドル、廉価版ペーパーバックは
5.5％増の2億4,090万ドル、絵本などボードブックは9.7％増の2億
1,210万ドル。


電子書籍の売上高は、2020年暦年比4.7％減の11億ドル。ダウンロー
ドオーディオは、13.4％増の7億6,620万ドル。CDブックなど物理
オーディオは16.4％減の2,160万ドル
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絶好調の米出版界

2021年の上半期のAAP加盟社売上は前年同期比18.1％増

●Penguin Random House

2021年上半期のペンギンランダムハウスは前年同期比で利益が55.1％
増。総売上高は18億ユーロ（約21億ドル）で、前年同期比10.9％増営
業EBITDA（利息、税金、減価償却および償却前利益）は億900万か
ら3億2400万ユーロに急増


●HarperCollins

2021年6月30日に終了した会計年度の売上高は19％増の20億ドル
（19億8500万ドル）弱、収益は42％増の3億300万ドル。デジタル売
上高16％増
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動向
19年　独取次大手KNVが倒産


19年末　仏Vivendiは、教育出版社Santillanaの親会社であるスペインのPrisaグループを
買収。


20年4月  Vivendiが仏Lagardereに資本参加し、2021年半ばまでにその持ち株比率を29％
に拡大2020年秋にLagardere傘下のHachetteのCEOアルノー・ヌーリー氏を追放


20年11月ペンギン・ランダムハウスは、サイモン＆シュスターを22億ドルで買収計画発
表（規制当局の承認待ち）


21年6月　LagardereグループSociété  Anonymeにグループ名変更。ラガルデールにおけ
るヴィヴェンディの影響力はさらに強まっている


21年ハーパーコリンズ社はホートン・ミフリン・ハーコート社の消費者向け書籍部門を3

億4,900万ドル（約3億円）買収


21年6月　ボニエは、北欧諸国のオーディオブック事業を拡大するために、2020年にノ
ルウェーのストロベリー・パブリッシング社へ出資



©株式会社コンテンツジャパン　堀鉄彦　

コミックビジネス
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韓国アプリが席巻
https://media-innovation.jp/2020/11/24/video-commentary-piccoma/
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6月、電子コミックアプリの中の販売シェア65％になったと報道

韓国メディアによると、今年1～5月に日本の漫画アプリの売上高は、
ピックコマ（カカオジャパン）が49.79％、ラインマンガ（ネイバー
ライン）が21.70％、その他28.51％。


KAKAOは、タイと台湾でも6月からコミックアプリ配信を開始。ラン
キングでは、すでに1位になっている


その後、6月のピッコマのシェアが65％に
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急展開する海外戦略米国コミック配信企業タパスも555億円で買収

・カカオは、ピッコマ（16年サービス開始、日本）、テンセントとの
合弁会社（21年設立、中華圏）、タパス（21年に555億円で買収）、
ウェブ小説アプリ「ラディッシュ」を（約488億円で買収。8月にグ
ローバル対応の新アプリを投入して、海外進出を加速
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専門会社をつくり、作家発掘も本格化
4月、カカオジャパンは韓国に制作子会社「studio1pic（スタジオワンピッ
ク）」を設立。

ピッコマへの掲載を希望するクリエイターたちは、同社のホームページを経由
してやり取りができる。


すでに、日本には「 ストーリージャック（ テウォンメディアの子会社）」と
の合弁でシェルパスタジオ（SHERPA STUDIO）設立しており、相乗効果を
狙う。


・韓国国内の漫画・雑誌市場の創世記を牽引してきた「 IQジャンプ」の編集
長だったキム・ヒョンジュ代表をはじめ、ウェブトゥーンとウェブ小説専門企
画者や現職のウェブトゥーン人気脚本家などが、studio1picを牽引していく。
ピッコマでの連載はもちろん、国内とグローバル進出に向けたコンテンツを本
格的に製作する。
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米国上場で2兆円調達狙う。グローバル市場での競争激化

・ピッコマなどの事業を統括するKAKAOエンタテインメントは米国
でのIPOを計画。約2兆円の調達を目論む。


・「日本のデジタルコミック市場は今後３、４年で３倍になる可能性
がある」と韓国の証券会社は予測してい。

・KAKAOエンタテインメントのイ代表理事「国内外の資産買収に今
年だけで１兆ウォン（約900億円）を投じることを計画している」。
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ピッコマを中心にしたウェブトゥーンの最近の動き
2021年


2月　韓国のコンテンツ制作会社大元メディアとの合弁会社「シェルパスタジオ」を日本に
設立。韓国にもスタジオを解説し、独自IPのタテコミ制作本格化


5月　エクイティファンドから600億円の資金調達を発表。企業価値は「8000億円」


8月　KAKAOエンタテインメント、東南アジア向けにウェブトゥーンアプリ展開。一気に
トップクラスの売上


8月　決算発表で、7月の日本の電子コミックアプリ市場でのシェアが65％になったと報告


2022年　　


21年1年間の取引金額が697億円になったと発表


1月　過去最大の月間取引額となる776億ウォン（約74億8651万円）を記録
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ピッコマの強み
①WebToonというスマホ最適化、プラットフォーム一体型の進出


②スタジオ組織、分業型で「週刊以上でコンテンツを供給可能な」制作態勢


③「話売り」で先行、「23時間待てば無料」など次から次へと生み出す新手
のプロモーション。それにより生み出された。「コミックアプリ市場での
シェア6割以上」「タイトル数で1％のウェブトゥーンが売上の5割」という
現実

④多言語化しやすいコンテンツ。先行する海外戦略、アジア市場の危機


⑤巨大な資金力。カカオジャパンが600億円調達済み。KAKAOエンタはNY

市場上場計画しており、2兆円の調達を見込む


巻き返しの戦略は？
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雑誌ビジネス
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紙雑誌広告オリンピック効果などで微増、

雑誌ブランドデジタル広告3割増

・雑誌広告費1224億円（前年比100.1％）


「家電・AV」「案内・その他（企業グループ広告など）」が前年より
増加。東京2020オリンピック・パラリンピックの影響か


・雑誌デジタル広告費 580億円 （同130.0%）


雑誌コンテンツをデジタル化進展。ウェビナー企画やオンラインイベ
ント、広告主のオウンドコンテンツ制作、動画制作・配信など、出版
編集のコンテンツ制作力やコミュニティへの集客力を強みとした広告
企画が定着し、出版系ウェブメディアおよび雑誌ブランド・コンテン
ツ事業の成長を後押し
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IT企業などによる雑誌事業の買収相次ぐ
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最大の雑誌出版社だったMeredithが買収される
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死角のない媒体展開に見えたMeredith
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キーワード

クリエイターエコノミー
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クリエイターエコノミーの歴史
①　インフルエンサーマーケティングの時代　～2018年頃


ブログ、YouTube、Instagram　広告収入中心　


②　クリエイターのマネタイズ手法多様化の時代　～2020年


広告に加えて、サブスクリプション、プロダクト販売、寄付／ドネーション／
クラウドファンディング／サブスクリプション・コース契約／ファンコミュニ
ティ

③　オールインワン型サービスの登場、既存プラットフォーマーの進出　


ファンドなどの大型投資の動き広がる、コンテンツビジネスのSAAS化、D2C

化が加速　　


SNSを使い分け、出版社にも頼らず動くクリエイターが生成するコンテンツの
流通が一気に広がり始めた
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クリエイター支援PFが相次ぎ大型の資金調達
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ライター支援の総合PF化進める「Substack」
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IPファーストから見えてくるもの

（KADOKAWAの決算発表資料から）
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キーワード

NFT／ブロックチェーン
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メディアドゥが先陣を切ってサービス開始
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MBJはロイヤリティバンクと資本提携してNFT事業に
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2500万人ものウォレットユーザーがいる米国


NFT連携での書籍ベストセラーも
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メディア企業の主な取り組み
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巨大ファンドがメディアまでを持ち始め

暗号通貨企業まで触手
・21年6月　米VC大手のアンドリーセンホロビッツが自らメディアを
立ち上げ

・KKRがAxel Springerの株式を4割取得


・BinanceがForbesに2億ドル出資･･･
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他社メディア、ゲームクリエイターも参加する

PFに進化した講談社DAYS NEO、


出版が持つB2Bコミュニティの力をネットで再構築
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キーワード

オーディオファースト
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注目はオーディオブック市場
・2020年の売上は13億ドルを超え、2019年に比べて12％増加


・2021年上半期ダウンロード型オーディオブックの売上は、前年同期19％
増加


・オーディオブックの売上は2021年上半期の成人向け書籍売上高の12.4％
を占め、昨年の12.1％から増加。電子書籍は2020年の20.4％から17％に減
少


・18歳以上のアメリカ人でオーディオブックを聴いたことがある人の割合
は、2019年の44％から46％に


・新型コロナで家庭内利用が増えたほか、ワイヤレスイヤホンの市場普及
が2020年世界で196億ドルが26年には334億ドルに（米調査会社
ReportLinker調べ）と加速、スマートスピーカーでの利用も増えた
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アマゾンオーディブルが日本で聴き放題
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デジタルファースト

↓


プラットフォームファースト

↓


クリエイターエコノミーファースト？

リテイルメディアファースト？


IPプラットフォームファースト？


クリエイターとの関係、売り場との関係など、あらゆる関係を
よりよいものに再構築。そのための出版DX
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ご清聴ありがとうございました

thori@contentsjapan.com

mailto:thori@contentsjapan.com

